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本学名誉教授 J）］万雅長 先生は， 9月24日逝
去された。享年77。
先生は， UH和15年京都帝国大学：工学部を卒業
後，本学講師，助教授ーを経て昭和34年工学部教授
に就任， li]54年停年により退’11され，京都大学名
誉教授の称号を受けられた。この間，昭和51年7
月から 2年間附属図書館商議員として大学の逆営
に貢献された。
本学退’，~·後は，愛知 L業大学の教授ーとして後進
の指導にあたられた。
先生の専門は，無機材料，燃焼及び禦炉に｜認す
る工学の全般にわたっている。燃焼工学の分野で
今日でも，ヒエ属の防除は，水田稲作では大きな
問題である。まずノビエの分類を生態学的な立場
をも考慮に入れて行い，これらの環境適応性につ
いて，種子の嫌気発芽能とそのメカニズムを明ら
かにしている（写真4）。これらの研究成果は，
ヒエ属防除の技術の基本となるものであり，今後
の進展が期待されている。その他，雑草のアレロ
パシーや雑阜の変異と適応に｜刻する研究などが行
われている。
（農学部）
は炎中の煤とl二成機構，国体燃料の燃焼やガス化な
どの研究で数多くの優れた業績を挙げられ，わが
国における窯炉の熱技術及び省エネルギ一校術の
進歩発展に尽力された。また，世界に先駆けてタ
ンク窯の模型実験手法を確立し，炉内の燃焼やガ
ラスの流動状況を解明し，以後の窯の設計に多大
の貢献をするなど，ガラスの科学と工学の分聖子で
指導的役割を果たされた。
この間，日本燃焼研究会会長， 日本材料学会
長，窯業協会副会長などを務められ，学術の振興
に尽力された。主な著書に， r燃焼および窯炉』，
『無機材料』，『無機材料科学』等がある。
これらの一連の研究活動，学術上の貢献に対
し，平成元年勲二等瑞宝章が授与された。
ここに謹んで哀悼の意を表します。
（工学部）
日
(1993年9月1日一9月30日）
? ?
9月3日 l•iJ和問題委員会
6日 平成5年度京都大学職員研修国際交流担当時並
日研修 （8日まで）
タンザニア連合J~.fll 国 ダルエスサラーム大
学 MatthewLaban Luhanga副学長米学，総
長及び関係教’！：；と懇談
14日評議会
14日 大学院審議会
建築委員会
20日 イタリア共和国欧州大学院MarceloBuzzonet1 
事務局長来学，総長及び関係教官と懇談
22日 国際交流委員会
国際交流会館委員会
28日 学位授与式
